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（JAさがみ鎌倉営よセンター、r平成18年野菜生産出荷統計」）
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鎌倉で栽培された野菜のこと。

農薬や化学肥料をへらすためにさまざまな努力をし、

新鮮・安全・安心な農作物を生産する農家が「鎌倉

ブランド」に認定され「鎌倉やさい」を販売できます。

良好な気候・風土から年間をつうじて生産される作

物の品種が多く、「七色畑」と言われています。1年

間に栽培される品種は約60品種。

めずらしい野菜を育てる農家も増えています。

「鎌倉やさい」は地産地消。

収穫したばかりの新鮮な野菜が即売所や市内の

スーパーで購入できます。

※他産地消とは：地域で生産された生産物をその地域で消費すること。

平成5年に、」Aさがみと市内農業者、鎌倉市が連携して、

農作物のブランド化の準備をはじめ、平成6年に鎌倉ブラ

ンドのマークを発表しました。

「鎌倉ブランドの鎌倉やさい」としてPRを開始、エコバック

やホームページをつくるなど、認知度を高める取り組みを

しています。平成23年には

「鎌倉ブランドマーク」を商標

登録しました。いまや「鎌倉や

さい」は、市外から買いつけに

来るほどのブランド野菜に成

長しました。

鎌倉ブランドマーク
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※「鎌倉やさい」には、かならずKマークがついています。

堅鎌倉市農協連即売所「レンバイ」
若宮大路に面した鎌倉市農協連即売所は、発足以来80年以上の

歴史をもつ、神奈川県内で最も古い農家の手による即売所です。

「レンバイ」は、鎌倉の農家が、引き売りをしていた昭和3年頃に、

外国人牧師から、「ヨーロッパでは、農家が自分で生産した野菜な

どを決めた日、決めた場所で、直接消費者に売っている」という話

を聞いたのが、きっかけになったと言われています。

レンバイは、参加する農家が出資をして土地を借り、施設を作り、

規約を設けて運営をしています。

現在定期的に出店している農家は、25名で鎌倉地区18名、横浜

地区7名です。

出店方法は、全体を4班に分け、それぞれ4日毎に出店しています。

売場による、販売格差がでないように売場を順にずらしています。

販売品目は、露地野菜が中心で、キュウリ・トマト・ナス・ホウレンソ

ウ・ダイコン・ネギ・サトイモなどですが、最近は、色とりどりの西洋

野菜も数多く、鎌倉やさいの代名詞のように使われています。

泥がついた野菜、不揃いの野菜、珍しい西洋野菜。鎌倉市民の

食卓を支える野菜たちに会いに、「レンバイ」に来てください。

㈱鎌倉リーフの直売所すす

「かん太村」　　≠膨

平成24年9月、関谷インターのすく近く

にオープンした直売所。関谷地区の農家

さんが持ち寄った旬の「鎌倉やさい」や加

工品が販売されています。

代表取締役の田村憤平さんは、地元農家

さんと共に法人を立ち上げ、生産から加

工、販売までを一手に行う6次産業化を実

現するため白々頑張っています。

興味のある方はぜひ「かん太村」を訪れて

みてください。

聞貢等評論謂醗濾野草二、新野等葦鞍郡牽紘櫻澤、？称獣心∴

遍市内の小売店やスーパーの一軒

●イトーヨーカドー大船店　　　　　■

●Fujは船店　　　　　　　　に

●ユーコープ西鎌倉店　　　　　　；

●そうてつローゼン
鎌倉深沢店
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